
         

ス

ペ

ッ

ク

１

２

０

の

誘

惑 

       
 

 
 

 
 

 

赤

松 

青

海 

  



人

 

物

 
大

淵

糸

（

２

１

）

大

学

３

年

生

・

パ

パ

活

女

子

 

 
 

 
（

１

５

）

写

真

の

み

。

中

学

３

年

生

 

佐

伯

斗

真

（

２

３

）

糸

の

彼

氏

 

宮

園

聖

歌

（

２

１

）

糸

の

友

人

 

松

林

政

史

（

４

３

）

会

社

員

 

女

性

会

社

員

（

４

０

代

）
 

大

学

教

員

（

５

０

代

）
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○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

糸

の

部

屋

・

リ

ビ

ン

グ

（

朝

）

 

ス

マ

ホ

の

ア

ラ

ー

ム

が

鳴

り

続

け

る

。

 

服

が

散

乱

し

た

室

内

で

、

大

淵

糸

（

２

１

）
、

佐

伯

斗

真

（

２

３

）

が

同

衾

。

 

下

着

姿

の

糸

、

布

団

か

ら

這

い

出

て

、

目

を

擦

り

な

が

ら

ア

ラ

ー

ム

を

止

め

る

。

 

覆

い

被

さ

る

佐

伯

を

除

け

て

起

き

上

が

る

。

 

 

○

同

・

脱

衣

所

（

朝

）

 

シ

ャ

ワ

ー

室

か

ら

シ

ャ

ワ

ー

を

浴

び

た

糸

が

出

て

、

バ

ス

タ

オ

ル

を

体

に

巻

く

。
 

シ

ャ

ワ

ー

室

に

は

全

面

鏡

が

あ

り

、

糸

の

細

い

ボ

デ

ィ

ラ

イ

ン

が

映

る

。

 

糸

、

深

呼

吸

し

て

体

重

を

量

る

。

 

体

重

計

の

表

示

は

４

７

キ

ロ

。

 

糸

、

落

胆

の

表

情

で

大

き

な

溜

息

。

 

 

○

同

・

糸

の

部

屋

・

リ

ビ

ン

グ

（

朝

）

 

部

屋

の

隅

に

追

い

や

ら

れ

た

佐

伯

が

起

床

。

 

部

屋

の

真

ん

中

に

机

が

置

か

れ

て

い

る

。
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佐

伯

、

欠

伸

を

し

な

が

ら

部

屋

の

奥

の

キ

ッ

チ

ン

で

料

理

を

し

て

い

る

糸

を

見

る

。

 

糸

、

お

腹

の

見

え

る

黒

の

ク

ロ

ッ

プ

ド

ロ

ッ

プ

ス

に

チ

ェ

ッ

ク

の

ミ

ニ

ス

カ

ー

ト

。

 

佐

伯

、

布

団

を

持

ち

上

げ

股

間

を

覗

く

。

 

佐

伯

「

や

べ

、

な

ん

か

キ

タ

」

 

糸

、

ベ

ー

コ

ン

エ

ッ

グ

を

作

り

な

が

ら

佐

伯

の

方

を

見

る

。

 

糸

「

お

は

よ

斗

真

、

な

ん

か

言

っ

た

？

」

 

佐

伯

「

い

や

。

糸

、

か

わ

い

い

な

ー

っ

て

」

 

糸

「

じ

ゃ

あ

服

着

て

片

付

け

て

。

邪

魔

だ

か

ら

」

 

佐

伯

「

り

ょ

ー

か

い

」

 

佐

伯

、

立

と

う

と

し

て

中

腰

で

止

ま

る

。

 

糸

「

…
…

早

く

し

て

よ

」

 

佐

伯

「

わ

り

ぃ

今

立

て

ね

ぇ

。

別

の

勃

っ

て

て

」

 

糸

、

冷

や

や

か

な

目

で

佐

伯

を

見

る

。

 

×
 

 
 
×

 
 

 
×

 

半

袖

短

パ

ン

の

佐

伯

の

前

に

、

ベ

ー

コ

ン

エ

ッ

グ

の

皿

と

ト

ー

ス

ト

の

の

っ

た

皿

。

 

糸

、

プ

ロ

テ

イ

ン

を

飲

み

ス

マ

ホ

を

弄

る

。
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糸

の

前

に

は

フ

ル

ー

ツ

入

り

ヨ

ー

グ

ル

ト

。

 

テ

レ

ビ

は

ニ

ュ

ー

ス

の

エ

ン

タ

メ

企

画

。

 

佐

伯

、

テ

レ

ビ

の

Ｋ

ポ

ッ

プ

ア

イ

ド

ル

に

ニ

ヤ

け

な

が

ら

、

ス

マ

ホ

を

操

作

し

出

す

。

 

佐

伯

「

へ

ー

サ

ラ

っ

て

１

６

０

セ

ン

チ

な

ん

だ

。

糸

よ

り

５

セ

ン

チ

も

低

い

」

 

糸

「

体

重

は

？

」

 

佐

伯

「

あ

ー

…
…

、

載

っ

て

な

い

」

 

糸

「

ま

、

そ

う

だ

よ

ね

」

 

糸

、

残

念

そ

う

に

ス

マ

ホ

に

目

を

落

と

す

。

 

ス

マ

ホ

の

画

面

に

は

毎

日

の

摂

取

カ

ロ

リ

ー

と

栄

養

素

、

体

重

を

ま

と

め

た

表

。

 

『

一

食

４

０

０

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー

』

の

太

字

。
 

佐

伯

「

糸

は

今

日

ど

ん

な

予

定

？

夜

、

家

い

る

？

」

 

糸

「

こ

の

後

大

学

。

午

後

仕

事

。

斗

真

は

？

」

 

佐

伯

「

ど

う

し

よ

っ

か

な

ー

。

一

旦

パ

チ

行

っ

て

ー

、

友

達

と

会

っ

て

ー

、

深

夜

バ

イ

ト

」

 

糸

「

友

達

？

女

の

子

で

し

ょ

」

 

佐

伯

「

友

達

だ

っ

て

。

女

は

糸

が

い

ん

じ

ゃ

ん

」

 

糸

「

私

、

ま

だ

聖

歌

と

の

こ

と

許

し

て

な

い

け

ど

」
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佐

伯

、

糸

の

手

を

取

り

、

掌

を

合

わ

せ

る

。

 
佐

伯

「

ほ

ら

、

こ

の

通

り

」

 

佐

伯

、

そ

の

ま

ま

指

を

絡

め

る

。

 

糸

「

…
…

今

何

考

え

て

る

？

」

 

佐

伯

「

指

細

い

な

ー

」

 

糸

「

こ

っ

ち

は

真

剣

だ

っ

た

の

に

」

 

糸

、

佐

伯

の

手

を

解

い

て

立

ち

上

が

る

。

 

佐

伯

「

俺

も

マ

ジ

だ

っ

て

！

夜

！

家

い

て

よ

！

」

 

 

○

電

車

・

女

性

専

用

車

両

・

車

内

 

糸

、

満

員

電

車

の

席

に

座

っ

て

い

る

。
 

周

囲

の

女

性

、

ち

ら

ち

ら

糸

を

見

て

い

る

。
 

糸

Ｍ

「

こ

の

視

線

、

嫌

い

じ

ゃ

な

い

。

相

手

と

自

分

を

比

較

す

る

目

。

そ

れ

か

ら

の

羨

望

の

眼

差

し

」

 

糸

、

ス

マ

ホ

を

操

作

し

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

を

見

る

。

 

ス

マ

ホ

の

待

受

表

示

『

目

標

４

５

キ

ロ

』
。

 

糸

Ｍ

「

身

長

１

６

５

セ

ン

チ

。

体

重

４

７

キ

ロ

。

Ｂ

Ｍ

Ｉ

１

７

・

３

。

身

長

か

ら

体

重

を

引

い

た

ス

ペ

ッ

ク

は

１

１

８

。

あ

と

二

キ

ロ

で

ス

ペ

１

２

０

」

 

検

索

欄

に

『

ス

ペ

ッ

ク

１

２

０

』

と

打

つ

。
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糸

の

前

の

女

性

会

社

員

（

４

０

代

）
、

眉

を

顰

め

な

が

ら

糸

を

見

て

い

る

。

 

糸

Ｍ

「

私

を

謎

に

心

配

し

て

く

る

人

が

い

る

け

ど

、

多

分

ナ

ン

パ

さ

れ

た

経

験

も

無

い

ん

だ

ろ

う

」

 

ス

マ

ホ

画

面

は

Ｂ

Ｍ

Ｉ

計

算

で

痩

せ

気

味

と

出

て

喜

ぶ

誰

か

の

投

稿

。

 

 

○

大

学

・

講

義

室

 

大

学

教

員

（

５

０

代

）
、

す

り

鉢

状

の

講

義

室

で

栄

養

学

の

授

業

を

し

て

い

る

。

 

糸

、

後

方

に

座

り

、

学

生

を

見

下

ろ

す

。

 

糸

と

同

じ

ク

ロ

ッ

プ

ド

ト

ッ

プ

ス

や

シ

ョ

ー

ト

丈

の

ト

ッ

プ

ス

を

着

た

学

生

。

 

糸

Ｍ

「

韓

国

ア

イ

ド

ル

の

せ

い

で

、

体

の

ラ

イ

ン

を

見

せ

る

ハ

ー

ド

ル

が

下

が

っ

て

る

」

 

 

○

渋

谷

駅

・

ハ

チ

公

広

場

 

糸

、

石

段

に

腰

掛

け

往

来

を

見

て

い

る

。

 

ミ

ニ

ス

カ

ー

ト

に

黒

い

ナ

イ

ロ

ン

ソ

ッ

ク

ス

の

女

性

や

、

ル

ー

ズ

ソ

ッ

ク

ス

の

女

性

。
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糸

、

忌

々

し

そ

う

に

そ

れ

ら

の

人

を

見

る

。

 
糸

Ｍ

「

痩

せ

る

努

力

を

せ

ず

、

流

行

に

乗

っ

て

安

易

に

体

の

ラ

イ

ン

出

す

女

が

、

私

は

許

せ

な

い

」

 
糸

、

宮

園

聖

歌

（

２

１

）

が

フ

ラ

ッ

ペ

を

片

手

に

駆

け

寄

る

の

を

見

る

。

 

聖

歌

「

や

っ

ほ

ー

糸

！

こ

れ

か

ら

パ

パ

活

？

」

 

聖

歌

、

長

身

に

ジ

ャ

ケ

ッ

ト

を

羽

織

り

、

脚

に

ぴ

っ

ち

り

し

た

ス

キ

ニ

ー

ジ

ー

ン

ズ

。

 

糸

Ｍ

「

も

う

一

つ

許

せ

な

い

の

は

、

努

力

し

な

く

て

も

体

質

的

に

痩

せ

ら

れ

る

奴

、

宮

園

聖

歌

」

 

糸

の

ス

マ

ホ

は

『

フ

ラ

ッ

ペ

の

カ

ロ

リ

ー

２

２

７

キ

ロ

』

と

計

算

さ

れ

て

い

る

。

 

聖

歌

「

糸

？

何

か

怒

っ

て

る

？

」

 

糸

「

聖

歌

。

…
…

今

日

全

然

体

重

落

ち

て

な

く

て

」

 

聖

歌

「

え

ー

痩

せ

て

る

と

思

う

け

ど

。

ま

た

斗

真

君

の

ナ

ン

パ

か

と

思

っ

た

」

 

糸

「

ま

だ

ま

だ

痩

せ

て

な

い

。

あ

と

斗

真

の

面

倒

は

日

常

過

ぎ

て

ノ

ー

カ

ン

」

 

聖

歌

「

そ

ん

な

の

と

よ

く

付

き

合

え

る

ね

ー

」

 

糸

「

…
…

初

め

て

ナ

ン

パ

し

て

く

れ

た

人

だ

し

」
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聖

歌

、

照

れ

て

俯

く

糸

か

ら

目

を

逸

ら

す

。

 
男

性

の

声

「

あ

の

、

大

堀

衣

織

さ

ん

だ

よ

ね

？

」

 

若

林

政

史

（

４

３

）
、

糸

に

声

を

か

け

る

。

 
若

林

、

品

定

め

す

る

よ

う

に

糸

を

見

る

。

 

糸

「

初

め

ま

し

て

！

大

堀

衣

織

で

す

！

」

 

糸

、

営

業

ス

マ

イ

ル

し

、

聖

歌

に

小

声

で

、

 

糸

「

ご

め

ん

仕

事

行

く

。

聖

歌

も

仕

事

ガ

ン

バ

」

 

糸

、

若

林

の

手

に

抱

き

つ

き

、

ぐ

い

ぐ

い

先

導

し

て

立

ち

去

る

。

 

聖

歌

、

フ

ラ

ッ

ペ

を

ず

ぞ

ぞ

と

飲

ん

で

見

送

り

、

暫

く

し

て

佐

伯

が

駆

け

寄

っ

て

く

る

。

 

佐

伯

「

聖

歌

ち

ゃ

ん

ご

め

～

ん

！

遅

れ

た

！

」

 

聖

歌

、

む

す

っ

と

し

た

表

情

。

 

聖

歌

「

糸

い

る

っ

て

聞

い

て

な

い

。

わ

ざ

と

？

」

 

佐

伯

「

え

？

糸

？

ど

こ

？

」

 

聖

歌

、

首

を

す

く

め

て

苦

笑

す

る

。

 

聖

歌

「

斗

真

君

の

天

然

、

私

は

い

い

と

思

う

」

 

 

○

カ

フ

ェ

・

店

内

 

女

性

客

や

カ

ッ

プ

ル

客

が

多

い

店

内

。
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巨

大

ホ

ッ

ト

ケ

ー

キ

に

を

撮

影

す

る

若

林

。

 

糸

、

メ

ニ

ュ

ー

に

あ

る

「

９

３

３

キ

ロ

」

の

小

さ

な

表

記

に

笑

顔

が

固

ま

る

。

 

若

林

「

僕

甘

党

で

さ

！

食

べ

て

み

た

か

っ

た

ん

だ

！

お

っ

さ

ん

は

こ

う

い

う

の

頼

み

に

く

く

て

」

 

糸

「

そ

、

そ

う

な

ん

だ

」

 

糸

、

水

を

ゴ

ク

リ

と

飲

み

干

す

。

 

若

林

「

本

当

に

何

も

要

ら

な

い

？

別

に

奢

っ

て

あ

げ

る

し

、

む

し

ろ

奢

っ

て

あ

げ

た

い

と

い

う

か

」

 

糸

「

ダ

イ

エ

ッ

ト

で

食

生

活

管

理

し

て

る

か

ら

」

 

若

林

「

ダ

イ

エ

ッ

ト

？

衣

織

ち

ゃ

ん

十

分

痩

せ

て

る

よ

。

気

に

し

な

く

て

い

い

」

 

糸

、

む

っ

と

し

て

語

気

を

強

め

る

。

 

糸

「

痩

せ

て

な

い

。

ま

だ

足

り

な

い

」

 

若

林

、

諭

す

よ

う

に

緩

慢

な

優

し

い

声

で

、

 

若

林

「

感

心

し

な

い

な

。

知

っ

て

る

？

今

の

日

本

の

若

い

女

性

、

世

界

的

に

見

て

痩

せ

す

ぎ

ら

し

い

よ

？

日

本

と

同

じ

く

ら

い

の

肥

満

率

な

の

は

―

」

 

糸

「

貧

困

国

の

人

た

ち

、

で

し

ょ

」

 

若

林

、

先

に

言

わ

れ

、

言

葉

に

詰

ま

る

。
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糸

「

で

、

あ

れ

で

し

ょ

。

肌

ボ

ロ

ボ

ロ

。

骨

ス

カ

ス

カ

、

貧

血

、

生

理

不

順

。

も

う

知

っ

て

る

か

ら

」

 

若

林

「…
…

何

で

そ

こ

ま

で

し

て

」

 
糸

、

ス

マ

ホ

を

操

作

し

、

若

林

に

見

せ

る

。

 

糸

（

１

５

）

の

ふ

く

よ

か

な

体

型

の

写

真

。

 

糸

「

中

学

の

私

。

渾

名

は

名

前

も

じ

っ

て

大

豚

」

 

若

林

、

驚

い

て

写

真

と

糸

を

見

比

べ

る

。

 

糸

「

元

か

ら

い

じ

め

ら

れ

て

た

け

ど

、

学

校

の

書

類

管

理

が

雑

で

私

の

体

重

が

ク

ラ

ス

に

漏

れ

ち

ゃ

っ

て

。

い

じ

め

が

更

に

エ

ス

カ

レ

ー

ト

し

た

の

。

だ

か

ら

私

、

死

ぬ

ほ

ど

頑

張

っ

て

痩

せ

た

ん

だ

」

 

若

林

「

で

も

！

そ

こ

ま

で

痩

せ

る

必

要

は

…
…

」
 

糸

「

…
…

怖

い

の

」

 

糸

、

顔

を

細

長

い

指

で

蔽

う

。

 

糸

「

怖

い

。

死

ぬ

ほ

ど

怖

い

。

ま

た

あ

の

頃

に

戻

る

の

が

。

…
…

こ

の

生

活

は

変

え

ら

れ

な

い

」

 

糸

、

取

り

繕

う

よ

う

に

笑

顔

を

見

せ

る

。

 

糸

「

で

も

聞

い

て

！

こ

こ

ま

で

痩

せ

て

初

め

て

ナ

ン

パ

さ

れ

て

！

彼

氏

も

で

き

た

！

昔

の

私

じ

ゃ

―

」

 

糸

、

窓

の

外

を

見

て

表

情

が

固

ま

る

。
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糸

、

窓

の

外

に

佐

伯

と

聖

歌

が

連

れ

添

っ

て

歩

く

の

を

見

る

。

 

佐

伯

・

聖

歌

、

楽

し

そ

う

に

笑

い

合

う

。

 

若

林

「…
…

ど

う

し

た

の

？

」

 

糸

「

…
…

も

っ

と

痩

せ

な

き

ゃ

」

 

天

気

が

曇

り

だ

し

、

遠

く

で

雷

鳴

が

な

る

。

 

 

○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

糸

の

部

屋

（

夜

）

 

机

の

上

に

は

大

小

の

ペ

ア

リ

ン

グ

。

 

佐

伯

「

糸

と

聖

歌

ち

ゃ

ん

、

多

分

サ

イ

ズ

お

な

じ

だ

よ

な

。

今

朝

触

っ

た

感

じ

と

似

て

た

し

」
 

佐

伯

、

手

の

中

で

ペ

ア

リ

ン

グ

を

弄

る

。
 

佐

伯

「

サ

プ

ラ

イ

ズ

、

ど

ん

な

顔

す

ん

だ

ろ

」

 

 

○

坂

道

（

夜

）

 

糸

、

ス

ポ

ー

ツ

ウ

ェ

ア

で

坂

道

ダ

ッ

シ

ュ

。

 

雨

が

糸

に

ど

し

ど

し

と

降

り

注

ぐ

。

 

糸

「

痩

せ

な

き

ゃ

、

私

に

価

値

な

ん

て

…
…

」

 

足

が

滑

り

、

途

中

で

転

け

て

倒

れ

る

。

 

待

受

の

表

示

『

目

標

４

５

キ

ロ

』

に

ヒ

ビ

。

 



 

  

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤

松

 

青

海

 

 


